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|月の人口動態
男 8.12 7 
女 8.83 2 
言十 1 6.9 5 9 

世帯数 4.0 7 0 
(末日現在)
死亡 14
離婚 l 

出生 26
婚姻 7 

少
年
式
の
意
義
キ
自
覚

町
内
の
各
中
学
校
で
は
、
去
る
二
月

主
一
四
日
の
「
少
年
の
日
」
に
、
午
後
か
ら

.
一
各
中
学
校
で
、
少
年
式
を
行
い
ま
し
た

一
こ
の
式
は
、
十
四
才
に
な
っ
た
少
年

同
一
少
女
が
、
こ
れ
ま
で
、
親
の
保
護
年
令

一
に
あ
っ
た
も
の
が
、
初
め
て
、
少
年
法

王
一
の
適
用
を
受
け
て
、
刑
事
責
任
能
力
を

均
一
認
め
ら
れ
る
年
令
と
な
り
、
「
子
ど
も

一
の
中
の
お
と
な
」
に
な
る
訳
で
、
そ
れ

富
一
に
ふ
さ
わ
し
い
自
覚
を
も
た
す
た
め
に

も

4

一
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

r
'
e

一
少
年
の
日
の
目
標
に
は
、

報
一
自
覚
(
十
四
才
に
な
れ
ば
、
法
律
上

;
一
の
刑
事
責
任
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

ー
£
一
成
人
へ
の
芳
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と

師
団
一
を
意
味
し
、
良
識
あ
る
社
会
人
と
な
る

一
た
め
に
も
、
自
己
の
行
動
に
つ
い
て
寅

一
任
を
も
つ
よ
う
に
す
る
。
)

一
立
志
(
義
務
教
育
も
終
り
に
近
く
、

一
進
学
に
、
実
社
会
に
と
、
そ
の
進
路
を

(毎月1田発行j昭和40年2月20日(二)

現
代
は
、
青
年
か
ら
希
望
を
奪

っ
て
い
る
と
、
よ
く
い
わ
れ
る
。

そ
れ
を
、
正
面
か
ら
否
定
す
る
者

は
あ
る
ま
い
。
事
実
青
年
の
生
活

環
境
は
決
し
て
よ
く
な
い
。

敗
戦
直
後
の
物
質
的
窮
之
は
、

現
在
で
は
一
応
克
服
さ
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
経
済
成
長
の
ヒ
ズ
ミ

は
、
い
ろ
い
ろ
の
形
で
現
わ
れ
て

お
り
、
生
産
才
一
主
義
の
中
に
人

聞
が
埋
没
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
経
済
の
こ
と
は
、
ま

だ
し
も
よ
い
。
重
大
な
の
は
、
精

神
と
道
義
の
問
題
で
あ
る
。

大
戦
争
の
あ
と
に
精
神
の
荒
廃

と
、
道
義
の
退
廃
が
伴
う
の
は
普

遍
的
現
象
だ
が
、
と
く
に
日
本
の

責
年
に
と
っ
て
は
、
敗
戦
に
伴
う

町

内
の

少
年
少
女

決
定
す
べ
き
重
大
な
時
期
で
、
自
己
の

特
性
を
生
か
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、
将
来
の
方
向
を
考
え
、
決
定

す
る
。
)

健
康
(
心
身
と
も
に
、
急
速
に
成
長

発
達
し
て
い
く
時
期
で
、
規
律
と
節
度

の
あ
る
生
活
に
心
が
け
、
美
し
く
、
た

く
ま
し
い
心
と
か
ら
だ
を
つ
く
る
。
)

の
三
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
父
兄
ゃ
、
ら
い
ひ
ん
も

参
加
し
て
関
か
れ
、
学
校
長
、
町
長
、

P
T
A
会
長
ら
が
、

「
人
生
の
脱
皮
の
と
き
で
す
。
情
熱
と

フ
ァ
イ
ト
を
も
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い

し
と
激
励
の
こ
と
ば
を
お
く
り
、
知
事

県
議
会
議
長
、
県
祉
協
会
長
か
ら
、
激

励
の
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
お
く
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
一
年
生
代
表
が
、
祝
の

こ
と
ば
を
お
く
り
、
少
年
式
を
迎
え
た

精
神
と
思
想
の
動
揺
が
大
き
か
っ
た
。

上
下
縦
の
関
係
で
律
せ
ら
れ
て
い
た

戦
前
の
道
徳
律
は
崩
壊
し
た
が
、
横
の

関
係
で
律
せ
ら
れ
る
べ
を
民
主
社
会
の

道
徳
律
は
、
い
ま
だ
に
暗
中
模
索
の
状

態
に
あ
る
。

者
を
代
表
し
て
、
「
ひ
と
り
、
ひ
と
り

の
力
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
少
年
の
意

義
を
、
は
つ
ぎ
り
と
自
覚
し
て
、
大
き

な
希
望
と
、
楽
し
い
夢
に
向
っ
て
、
強

く
、
た
く
ま
し
く
、
ま
い
し
ん
す
る
」

と
、
力
強
い
誓
い
の
こ
と
ば
を
の
べ

て
、
少
年
式
を
終
り
ま
し
た
。

こ
と
し
、
当
町
で
、
少
年
式
を
迎
え

た
少
年
少
女
た
ち
は
、
長
浜
中
学
校
、

四
百
九
十
三
名
。
青
島
中
学
校
、
五
十

五
名
。
櫛
生
中
学
校
一
百
六
名
。
出
海

中
学
校
、
七
十
四
名
。
大
和
芳
二
中
学

校
、
八
十
七
名
。
大
和
芳
一
中
学
校
、

九
十
九
名
。
そ
し
i

々
、
白
滝
中
学
校
、

一
百
八
十
六
名
品
刊
↓
司
「
百
名
で

し
た
。町

か
ら
は
、
お
祝
と
し
て
、
紅
白
の

ま
ん
じ
ゅ
を
お
く
り
、
町
社
協
か
ら
は

ネ

l
ム
入
り
の
三
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
お

く
つ
て
、
前
途
を
祝
福
し
ま
し
た
。

少
年
少
女
た
ち
も
、
少
年
の
日
を
機

会
に
、
今
ま
で
の
あ
ま
え
た
気
持
を
捨

て
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
他
人
に

迷
惑
を

か
け
な

い
で
、

正
し
い

行
い
を

す
る
自

覚
を
、

は
つ
去
、

り
持
っ

て
、
ま

い
し
ん

し
て
い

た
だ
く

こ
と
を

隠
っ
て

や
み
ま

せ
ん
。

-
Y」
ト
」

を
な
す
勤
勉
、
忍
耐
、
奉
仕
、
誠
実
、

正
直
、
責
任
な
ど
の
徳
も
、
そ
れ
と
い

っ
し
ょ
に
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。

か
つ
て
、
ブ
ロ
ム
が
、
「
自
由
よ
り

の
逃
避
」
と
い

5
書
物
を
書
い
た
と
と

が
あ
る
が
、
人
間
は
、
あ
ま
り
自
由
が

現
代
青
年
と
希
望

親
や
、
教
師
は
自
信
を
市
内
一
失
し
、
自

由
と
権
利
の
み
が
誇
張
さ
れ
、
は
ま
違

え
ら
れ
て
、
行
き
過
ま
て
、
民
主
社
会

の
要
求
す
る
責
任
と
義
務
、
協
同
と
連

帯
の
こ
と
は
、
と
も
す
れ
ば
忘
れ
ら
れ

ど
ん
な
社
会
で
も
、
人
間
道
徳
の
板
底 矢

部

貞

1ち

あ
り
す

F
る
と
、
か
え
っ
て
、
不
安
と

狐
独
に
陥
る
。

経
済
的
な
食
之
か
ら
は
救
わ
れ
て
も

心
の
貧
し
さ
は
救
わ
れ
な
い
。

青
少
年
白
書
は
、
非
行
青
少
年
の
多

〈
が
、
中
流
以
上
の
家
庭
の
者
で
あ
る

こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

非
行
へ
駆
り
立
て
る
も
の
は
、

経
済
的
な
貧
し
さ
よ
り
も
、
心
の

貧
し
さ
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
根
本
的
に
い
っ
て

希
望
は
、
ほ
か
か
ら
与
え
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
自
ら
探
究
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
「
求
め
よ
、
さ

ら
ば
与
え
ら
れ
ん
」
、
「
た
た
け

よ
、
さ
ら
ば
開
か
れ
ん
」
で
あ

る。
現
代
青
年
に
は
希
望
が
な
い
と

い
た
ず
ら
に
嘆
く
の
は
、
や
め
よ

、
フ
で
は
な
い
か
。

青
年
ょ
、
新
し
い
日
本
と
世
界

の
地
の
塩
と
な
れ
。(

政
治
評
論
家
)

ろ
で
、
少
年
式
終
了
後
、
少
年
式
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
感
想
や
、
今
後
の
考
え

な
ど
を
う
か
が
っ
て
見
ま
し
た
。

l
i
i

少
年
式
の
感
想
は
?

重
岡
県
を
あ
げ
て
、
ぼ
く
た
ち
の

た
め
に
、
式
を
あ
げ
て
い
た
だ
い
て
う

れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

宮
本
式
場
で
、
ら
い
ひ
ん
の
方
の

祝
辞
を
間
い
て
い
る
う
ち
に
、
実
感
が

わ
い
て
き
ま
し
た
。

印
象
強
く
感
じ
た
こ
と
は
?

記
念
品
を
も
ら
っ
た
と
き
で

川
口

す。
中
川
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
朗
読
し
て
も
ら
っ
た
が
、
あ
れ
が
、

心
に
残
り
ま
し
た
。

ー
ー
少
年
式
を
迎
え
、
十
四
才
に

な
っ
て
自
分
か
ら
考
え
て
い
る
事
は
?

川
口
こ
の
よ
う
な
少
年
式
を
し
て

も
ら
っ
た
の
は
、
お
と
な
の
方
の
真
心

の
あ
ら
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
秩
序
あ
る
生
活
を
お

く
り
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
、
立
派
な

社
会
人
に
な
る
覚
悟
で
す
。

中
川
今
ま
で
は
、
子
ど
も
だ
、
子

ど
も
だ
と
、
あ
ま
い
考
え
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
少
年
式
を
迎
え
た
か
ら
に
は

も
の
ご
と
を
、
一
歩
一
歩
、
着
実
に
考

え
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

宮
本
自
分
の
行
動

J

に
、
自
覚
を
も

っ
て
進
む
考
え
で
す
。

重
岡
県
を
あ
げ
て
、
祝
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
も
し
も
、
非
行
に
入
る

よ
う
な
こ
と
を
し
た
ら
、
申
し
訳
け
が

た
た
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
政
治
に
も
関
心
を
持

ち
、
新
聞
も
読
ん
で
、
政
治
の
こ
と
も

わ
か
つ
て
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

で
は
こ
の
辺
で
。
。

。
。

語
っ
て
い
た
だ
い
た
方
(
敬
称
略
)

長
浜
中
学
校
二
年
生

重
岡
克
己
(
十
四
)

川

口

哲

(

M

)

中
川
岳
山
美
校
(
ゲ
)

宮

本

啓

子

(

H

)

気
に
な
る
四
十
代

= 

-

-z 

z 

z 

= 

多
く
な
っ
た
脳
卒
中

成
人
病
は
ふ
え
て
い
る

日
本
人
の
寿
命
は
、
戦
後
、
急
速
に

の
び
て
、
昭
和
二
十
五
年
頃
に
く
ら
べ

ま
す
と
、
十
年
も
の
び
ま
し
た
。

昭
和
二
一
十
八
年
で
、
男
子
六
十
七
才

女
子
七
十
二
才
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
生
の
後
半
期
に
大
き
く

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
壁
が
あ
り
ま
す

そ
れ
は
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る

「
成
人
病
」
で
す
。

昭
和
三
十
三
一
年
以
来
、
死
亡
順
位
は

「
脳
卒
中
」
が
芳
一
位
。

「
が
ん
」
が
芳
二
位
。

「
心
臓
病
」
が
芳
三
位
と
な
っ
て
お
り

こ
れ
ら
の
疾
病
を
、
「
成
人
病
」
と
い

っ
て
い
ま
す
が
、
年
令
的
に
は
、
だ
い

た
い
、
四
十
才
以
上
の
方
々
で
す
。

家
族
的
に
も
、
ま
だ
社
会
的
に
も
、

重
要
な
立
場
に
至
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

病
魔
に
お
か
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
大
き
な
損
失
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん、。
現
代
生
活
は
、
過
労
、
不
節
制
、
過

度
の
刺
激
な
ど
の
被
害
の
連
続
で
あ
り

毎
日
毎
日
、
体
を
す
り
へ
ら
し
て
い
る

と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
、
日
常
の
さ
さ
い
な
習
慣
、
た

と
え
ば
、
食
物
の
と
り
方
ゃ
、
塩
味
の

つ
け
方
、
衣
服
寝
具
に
い
た
る
ま
で
、

長
い
間
に
は
、
成
人
病
の
発
生
進
行
に

大
工
ぎ
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

成
人
病
は
、
初
期
の
簡
は
、
無
自
覚

に
進
行
し
、
症
状
に
気
の
つ
〈
頃
は
、

か
な
り
、
悪
化
し
て
、
手
遅
れ
に
な
る

場
合
も
あ
り
、
何
よ
り
、
早
期
に
異
状

を
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
目
常
生
活
の
上
で
、

①
疲
労
ゃ
、
精
神
的
緊
張
が
続
か

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

②
睡
眠
と
休
養
を
十
分
と
る
こ
と

③
米
の
儒
食
を
さ
け
る
こ
と
。

④
新
鮮
な
野
菜
果
実
を
と
る
こ
と

⑤
塩
分
を
と
り
す
よ
ぜ
な
い
と
と
。

⑤
酒
や
た
ば
こ
を
つ
つ
し
む
こ
と

⑦
便
通
を
と
と
の
え
る
こ
と
。

③
熱
い
ふ
ろ
や
、
長
ふ
ろ
を
さ
け

る
こ
と
。

な
ど
で
す
。

当
町
は
、
年
一
回
、
定
期
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
と
め
ま
し

ト
」
で
h

ノ。

事
故
が
急
に
増
え
始
め

マ
一
日
の
う
ち
で
、

マ
事
故
が
、

し重よ生命 II地球
る
の
は
、

午
前
八
時
。

そ
し
て
、

午
後
五
時
か
ら
七
時
の
間
が
、

最
高
と
な

っ
て
い
ま
す
。よ

く
起
き
る
場
所
は
、

交
差
点
が
最
高
。

つ
ぎ
が
、

曲
が
り
か
ど
の
順
で
す
。

生特電

主化

wv
歩
く
人
は
、

道
路
の
右
側
端
に
よ
っ
て
通
行
。

wv
運
転
す
る
人
は
、

。

安
全
ス
ピ
ー
ド
を
。

つ
ね
に
、

。
酒
酔
運
転
を
し
な
い
。

。
横
断
歩
道
の
前
で
一
時
停
車
を
。

。
歩
行
者
に
注
意
を
。
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知
能
に
は
差
が

あ
る

第 98号

小
学
校
は
、
満
六
才
で
入
学
す
る
の

で
す
が
、
一
年
生
で
は
、
早
生
れ
と
い

わ
れ
る
子
の
中
に
は
、
や
っ
と
六
才
に

な
る
子
も
い
る
し
、
四
月
生
れ
の
お
そ

生
れ
で
、
入
学
後
す
ぐ
に
満
七
才
に
な

る
子
も
い
ま
す
。

知
能
の
す
す
ん
だ
四
月
生
れ
の
子
ど

"lJj主

開つ
大切な基礎的なしつけ

学校

入学前の子ども

ぐ

毛主
¥ 

、

も

?ま報
一
も
と
、
や
っ
と
標
準
の
知
能
を
も
っ
た

一
三
月
生
れ
の
子
ど
も
と
で
は
、
知
能
の

謹
一
面
で
三
才
以
上
の
差
が
あ
る
こ
と
も
め

犀
一
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
と
れ
が
一
組
に
な
っ
て
、
勉
強
を
し

一
て
ゆ
く
の
で
す
か
ら
、
本
人
も
大
変
で

一
す
し
、
受
け
持
つ
先
生
も
大
変
で
す
し

一
ま
た
、
親
に
と
っ
て
も
、
大
変
な
と
と

日
一
で
す
。

ニ
で
す
か
ら
、
よ
そ
の
子
と
、
わ
が
子

と
を
く
ら
べ
て
、
一
喜
一
憂
す
る
の
は

(毎人昭和40年2月初日

新
装
な
っ
た
、
体
育
館
の
内
容
充
実

の
為
に
、
各
方
面
か
ら
、
多
大
の
寄
付

を
ち
ょ
う
だ
い
し
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
名
実
と
も
に
、
文
化
の

殿
堂
と
し
て
、
立
派
な
体
育
館
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
今
回
、
寄
付
を
ち
ょ
う
だ
い

し
た
方
の
、
芳
名
は
つ
、
山
一
口
の
と
お
り
で

す
。
(
順
位
不
問
、
敬
称
省
略
)

マ
四
千
円
、
安
尾
勲
ニ
マ
一
千
五

百
円
、
中
野
栄
一
郎

V
六
十
万
円
、

沖
永
荘
兵
衛

V
十
四
万
円
、
中
野
松

夫

V
十
四
万
円
、
日
分
国
宝
生

(ー)

む
だ
な
こ
と
で
す
。

実
物
に
つ
い
て

た
し
た
り
引
い
た
り

を
教
え
る

小
学
校
入
学
ま
で
に
、
七
つ
ぐ
ら
い

ま
で
の
数
を
た
し
た
り
引
い
た
り
で
ま

れ
ば
上
々
で
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
実

物
に
つ
い
て
、
数
え
さ
せ
、
た
し
た
り

引
い
た
り
さ
せ
て
み
る
と
と
で
す
。
机

の
前
に
す
わ
ら
せ
て
や
る
の
で
は
な
く

生
活
の
中
で
、
こ
れ
を
く
り
か
え
す
こ

と
で
す
。

近
所
の
子
ゃ
、
知
り
あ
い
の
子
に
、

計
算
の
よ
く
で
き
る
子
が
い
る
と
い
っ

て
、
そ
の
お
子
さ
ん
と
く
ら
べ
て
、
せ

っ
か
ち
に
、
む
り
な
こ
と
を
教
え
こ
ん

で
は
い
け
ま
せ
ん
。

か
ら
だ
の
発
育
は

標
準
か

自
分
の
子
の
、
体
の
全
般
の
発
育
が

標
準
よ
り
よ
い
か
、
わ
る
い
か
と
い
う

こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
大
変
い

い
こ
と
で
す
。

自
の
病
気
は
な
い
か
、
耳
の
病
気
は

な
い
か
、
そ
の
他
の
病
気
は
な
い
か
、

か
か
り
つ
け
の
医
者
に
み
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
『
ノ
。

体
に
故
障
が
あ
れ
ば
、
入
学
前
に
な

お
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
何
人
あ
っ
て
も

ど
の
子
も
入
学
は
始
め
て

睡
眠
や
、
食
事
ゃ
、
排
せ
つ
の
し
ま

つ
な
ど
、
基
礎
に
な
る
し
つ
け
が
、
う

ま
く
で
き
る
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ

5

て
便
所
へ
ひ
と
り
で
い
っ
て
、
自

分
が
し
ま
っ
で
き
る
よ
う
に
。

二
、
衣
類
の
脱
ぎ
着
が
ひ
と
り
で
で

き
る
よ
う
に
。

三
、
規
そ
く
正
し
く
寝
る
習
慣
を
つ

V
十
万
円
、
村
上
二
郎
マ
十
万
円
、

木
谷
清
美

V
十
万
円
、
沖
江
菊
二
郎

マ
五
万
円
、
石
山
広
栄

V
五
万
円
、

佐
々
木
信
重
マ
五
万
円
、
兵
頭
藤
一

郎

V
五
万
円
、
西
川
鹿
之
助

す
五
万
円
、
田
中
武
英
マ
五
万
円

畑
中
進
、
畑
中
主
計

V
一
万
円

田

中

忠

V
一
万
円
、
上
回
包
清

V
一
万
円
、
浦
田
博
文

V
一
万
円

平
井
末
広
マ
一
万
円
、
森
田
武
保

V
一
万
円
、
田
中
賢

V
一
万
円

大
野
稲
三
郎

V
五
千
円
、
松
尾
喜
平

wv
五
千
円
、
立
花
重
夫

w
Z
二
千
円

松
田
豊
治
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し
か
し
、
一
方
合
併
時
よ
り
、
人
口
を
見
せ
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
酬

酬

長

浜

町

十

年

の

歩

み

を

顧

み

て

減

少

と

い

う

事

実

を

知

っ

た

と

き

、

自

宅

剛

-
」
、

t
H
一

3

1

f

i

然
増
を
含
ん
で
、
な
お
か
っ
、
転
出
に
そ
れ
が
、
十
年
の
歩
み
の
綜
合
川

よ
る
流
失
人
口
が
暗
い
影
を
な
げ
、
先
得
点
で
あ
り
と
れ
は
ま
た
、
全
町
川

隠

岐

龍

法

日

行

な

わ

れ

た

九

・

四

連

絡

道

路

の

大

民

へ

の

厳

し

い

判

決

で

も

あ

り

ま

酬

会

に

お

け

る

中

山

線

に

対

す

る

後

追

い

す

。

川

州
大
同
合
併
し
て
十
才
に
な
っ
た
つ
ぎ
早
に
完
成
し
、
展
開
さ
れ
ま
さ
に
的
悲
憤
は
、
あ
わ
せ
て
、
い
つ
の
ま
に
町
民
は
、
こ
の
明
暗
二
つ
の
現
川

州
長
浜
町
の
今
日
は
、
実
に
、
逢
奉
天
馬
空
を
ゆ
を
、
朝
日
東
天
に
登
る
よ
か
孤
立
し
て
ゆ
く
寝
覚
め
の
よ
く
な
い
実
に
対
し
十
年
の
実
績
の
経
験
を
川

州

開

花

の

趣

が

あ

り

ま

す

。

私

は

、

う

で

す

。

事

態

で

あ

り

、

こ

れ

を

い

か

に

す

る

か

生

か

し

て

町

政

が

町

長

を

弾

頭

に

川

酬
と
の
花
々
し
い
発
展
に
は
、
合
併
ま
ず
、
農
協
を
合
併
し
、
農
業
改
善
そ
れ
に
は
、
日
長
浜
港
の
大
部
分
を
埋
つ
け
た
ロ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
以
上
、
川

酬
と
い
う
種
お
ろ
し
の
勇
断
が
あ
り
事
業
の
吸
収
面
を
拡
大
し
、
ま
た
、
弟
め
、
新
産
業
を
興
し
、
流
出
す
る
労
働
常
に
町
長
を
信
じ
、
協
力
者
で
な
附

剛
、
長
い
培
養
期
の
あ
っ
た
こ
と
を
分
の
漁
協
の
休
質
改
善
に
着
手
さ
れ
つ
力
を
さ
さ
え
、
人
の
集
ま
る
町
を
作
る
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
州

側
一
応
肯
定
し
た
い
の
で
す
。
つ
あ
り
、
さ
ら
に
、
旧
長
浜
地
区
の
火
な
ど
の
幾
多
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
と
思
そ
く
ぶ
ん
し
た
一
例
を
あ
げ
ま
酬

川
こ
れ
ら
は
、
再
建
団
体
と
呼
ば
葬
場
は
、
野
辺
送
り
の
涙
と
共
に
、
山
わ
れ
ま
す
が
、
な
お
、
精
細
に
ふ
り
か
す
と
白
滝
地
区
の
人
々
が
安
く
て
酬

川
れ
る
赤
字
町
政
の
舞
台
で
、
ず
で
坂
を
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
え
れ
ば
、
農
漁
業
の
施
策
は
、
基
本
機
あ
り
余
る
旧
水
道
に
別
れ
新
水
道
側

酬
に
、
幕
を
ひ
か
れ
た
役
者
な
ど
に
が
、
つ
い
に
、
ハ
イ
ヤ
1

横
付
け
、
所
構
を
整
備
し
て
、
広
大
な
共
選
場
と
、
加
入
に
踏
み
切
り
、
協
力
態
勢
あ
酬

酬
よ
っ
て
、
演
じ
ら
れ
た
の
で
す
。
要
時
間
二
時
間
の
清
潔
な
火
葬
場
と
、
ほ
ど
よ
い
魚
市
場
を
も
ち
、
そ
の
方
向
る
い
は
、
各
種
諸
施
設
の
敷
地
提
酬

川
そ
の
い
わ
ば
ぬ
か
み
そ
時
代
の
ど
霊
守
ゅ
う
車
を
持
つ
に
至
り
ま
し
た
。
付
が
緒
に
つ
い
た
に
せ
よ
、
全
国
的
に
供
に
示
さ
れ
た
町
長
の
熱
誠
な
ど
酬

川
き
回
り
の
期
間
に
、
保
育
園
、
務
ま
た
、
か
つ
も
く
す
る
こ
と
は
、
発
の
び
な
や
む
農
業
構
造
改
善
事
業
の
前
、
模
範
と
す
べ
き
で
す
。
川

酬
老
院
、
有
線
放
送
電
話
、
港
湾
改
足
当
初
か
ら
、
切
望
さ
れ
た
公
民
館
が
途
の
打
開
、
長
浜
小
学
校
体
育
館
を
口
同
じ
流
れ
の
水
を
飲
む
町
民
で
川

川

修

、

じ

ん

か

い

処

理

、

青

島

丸

町

体

育

館

の

名

で

、

町

の

一

一

闘

に

堂

々

た

火

と

し

て

切

り

開

く

中

学

校

統

合

に

よ

す

。

州

酬
営
な
ど
の
子
供
は
、
う
ぶ
声
を
あ
る
舎
屋
の
完
成
を
み
た
こ
と
で
す
。
る
一
大
転
換
を
す
る
教
育
の
諸
政
、
給
「
天
の
時
は
、
地
の
利
に
如
か
ず
酬

酬

げ

た

の

で

し

た

。

ま

た

、

去

年

の

夏

、

東

京

都

史

空

前

与

所

得

者

を

中

核

と

す

る

労

資

の

地

方

地

の

利

は

人

の

和

に

如

か

ず

」

川

川
よ
う
や
く
、
黒
字
財
政
の
初
舞
の
水
不
足
の
悩
み
を
テ
レ
ビ
で
見
な
が
的
円
満
な
使
触
、
大
臣
は
、
ブ

I
ム

倒

と

い

わ

れ

ま

す

コ

州

側
台
へ
出
て
、
脚
光
を
あ
び
た
名
優
ら
、
水
庄
の
あ
る
清
流
肱
川
の
水
を
た
産
と
う
そ
ぶ
け
ど
せ
ま
り
く
る
流
通
草
町
の
一
大
発
展
の
為
に
、
ス
ク
附

馴
若
き
西
田
町
長
に
よ
っ
て
、
過
去
ら
ふ
く
の
み
、
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
こ
命
に
対
処
す
る
商
工
問
題
の
町
独
自
の
ラ
ム
を
組
ん
で
、
見
事
な
花
の
よ
州

川
十
年
の
間
に
、
ぜ
ひ
実
現
し
な
け
と
は
、
未
だ
、
皮
膚
に
生
々
し
い
記
憶
広
範
な
画
期
的
解
決
、
観
光
事
業
な
ど
き
実
り
を
こ
と
に
誓
い
た
い
も
の
州

側

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

諸

事

業

が

、

で

あ

り

、

町

の

歴

史

に

特

筆

大

書

さ

れ

町

政

の

快

腕

に

期

待

を

寄

せ

て

ひ

し

め

で

す

。

川

州

仕

掛

花

火

の

爆

発

の

よ

う

に

、

矢

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

く

山

積

の

問

題

が

血

の

し

た

た

る

断

面

(

大

字

長

浜

)

川
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け
ま
し
ょ
う
。

図
、
自
分
の
も
の
と
、
他
人
の
も
の

と
の
区
別
が
で
す
る
よ
う
に
。

五
、
他
人
に
聞
か
れ
た
こ
と
に
対
し

て
か
ん
た
ん
な
返
事
が
で
き
る
よ

、フに。

六
、
小
学
校
へ
、
機
会
が
あ
る
た
び

に
つ
れ
て
行
き
、
上
級
生
が
体
操

を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
る

よ
う
す
を
見
せ
た
り
、
便
所
や
、

室主主
主三己

す
一
万
円

，‘
 
.. r
E
、B
r
z
‘，，，
E
主、
.
2
・、.，
g
・1
，14
、B
r
E
・EJ
'丞
1
・2
‘、
Est
・-，
f

、t
r
・-‘
t
'
1
1
r
z
E

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

す
一
万
円
、
東

小
西
豊
巳

V
一
千
円
、
田
村
竜
一

V
一
万
円
、

徳
山
長
永

V
一
万
円
、
吉
本
士
口
信

V
一
万
円
、
本
田
重
太
郎

V
一
万
円

津
田
利
広

V
一
万
円
、
一
宮
亀
久
雄

マ
一
万
円
、
菊
地
伝
蔵
マ
一
万
円

後
藤
熊
市

V
一
万
円
、
松
岡
武
平
治

マ
一
万
円
、
二
宮
邦
曹
三
万
円
、

山
下
清
雄
マ
一
万
円
、
宮
本
数
美

V
一
万
円
、
浦
田
定
マ
一
万
円
、

西

村

護

V
一
万
円
、
渡
辺
仁
之
助

マ
一
万
円
石
田
政
雄
す
一
万
円
、

満
野
公
介

V
一
万
円
、
紙
本
徳
之
助

マ
一
万
円
、
清
水
猛
マ
一
万
円
、

出
上
芳
則

wv
一
万
円
、
明
関
定
市

職
員
室
、
そ
れ
に
、
一
年
生
の
教

室
な
ど
を
お
し
え
て
お
き
ま
し
ょ

汽
ノ
。

そ
し
て
、
学
校
は
、
楽
し
い
と

こ
ろ
だ
と
家
族
み
ん
な
で
教
え
ま

し
ょ
う
。

七
、
「
返
事
」
は
正
し
〈
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。
特
に

父
母
の
名
と
住
所
を
い
え
る
よ

5

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
。

マ
一
万
円
、
二
宮
利
行
マ
一
万
円
、

新
谷
芳
朗

V
一
万
円
、
池
田
登

す
七
万
円
、
一
宮
工
務
庖

V
七
万

円
、
西
岡
工
務
底
マ
四
万
円
、
宮
本

勝
す
四
万
円
、
清
水
茂
俊
マ
一
二
万

五
千
円
、
佐
々
木
計
和

V
一
ニ
万
円
、

尾
崎
運
街
マ
三
万
円
、
松
本
垣
生

す
三
万
円
、
門
田
功
マ
二
万
円
、

畑
山
楊
三

V
二
万
円
、
片
山
近
夫

す
二
万
円
、
村
上
道
義
マ
二
万
円
、
高

屋

巧

V

一
一
力
七
千
円
、
矢
野
清

V
一
万
五
千
円
、
森
佐
四
郎
マ
一
万

円
、
小
西
綾
俊
マ
一
万
円
、
松
本
多

賀
男

V
一
万
円
、
徳
山
亀
千
男

マ
五
千
円
、
川
本
梅
太
郎
マ
五
千
円

畑
中
泰
三
郎
マ
五
千
円
、
西
岡
作
街

八
、
自
分
の
名
前
だ
け
は
、
書
け
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
(
た
だ

し
、
「
砕
の

O
Oさ
ん
は
よ
く
誉
け
る

の
に
o

」
と
、
し
か
り
な
が
ら
む
り
を

し
て
字
を
教
え
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
〉こ

れ
ら
は
、
生
活
の
基
本
的
な
も
の

で
、
集
団
生
活
を
不
安
な
く
経
験
さ
せ

る
の
に
必
要
な
こ
と
が
ら
で
す
か
ら
、

う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

すよ
i

万
円
、
伊
予
銀
行
長
浜
支
局

wv
十
万
円
、
広
島
銀
行

V
十
万
円
、
愛
媛
相
互
銀
行

V
一
万
円
、
松
本
薬
品
株
式
会
社

V
一
万
円
、
厚
生
薬
品
マ
一
万
円
、

松
山
薬
品
株
式
会
社

V
一
万
円
、
伊

予
化
学
工
業
株
式
会
社
マ
一
万
円
、

愛
媛
ワ
ク
チ
ン
株
式
会
社
マ
七
千
五

百
円
、
伊
吹
正
化
学
工
業
株
式
会
社

V
十
万
円
、
長
浜
地
区
婦
人
会

wv
七
万
六
千
円
、
長
浜
婦
人
会
連
合
会

マ
三
万
九
千
円
、
白
滝
分
館
代
表

上
回
一
郎

V
一
万
四
千
三
百
円
、
柴

分
館
代
表
、
三
秋
波
雄

V
二
万
五
千

五
百
円
、
戒
川
分
館
代
表
、
松
田
福
見

wv
三
万
四
千
八
百
九
十
円
、
相
生
分
館

ょ、コ。子
ど
も
が
何
人
あ
っ
て
も
、
ど
の
子

も
そ
れ
ぞ
れ
入
学
は
初
め
て
で
す
。

新
入
学
児
の
立
場
に
な
っ
て
導
い
て

く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
「
学
校
は
、
楽
し
い
と
こ

ろ
」
と
夢
み
る
子
ど
も
に
し
て
入
学
さ

せ
ま
し
ょ
、
コ
。

代
表
、
二
宮
政
夫

V
四
万
七
千
二
百

円
、
豊
茂
分
館
代
表
、
亀
田
四
郎

V

四
万
四
十
五
円
、
出
海
分
館
代
表
、
河

村
純
一
す
五
万
七
百
五
十
円
、
櫛
生

分
館
代
表
、
谷
井
裕
マ
一
万
三
千

九
百
円
、
須
沢
分
館
代
表
、
水
口
健

マ
四
万
一
千
八
百
十
円
、
沖
浦
分
館
代

表
、
二
宮
利
行

V
二
万
七
千
円
、
青

島
分
館
代
表
、
亀
井
幸

V
二
万
一
二

千
円
、
黒
田
分
館
代
表
、
大
谷
俊
男

マ
三
万
一
千
円
、
今
坊
分
館
代
表
、
津

田
駒
太
郎

マ
二
万
円
、
長
浜
町
小
由
学
校
校
長

会
代
表
、
河
野
一
義
マ
一
万
円
、
長

浜
町
連
合
青
年
団
代
表
、
判
官
岡
弘
美

マ
コ
一
千
円
、
長
浜
青
年
団
代
表
、
友
沢

議

ム一日

短

信

十
二
月
二
十
一
日

昭
和
三
十
九
年
度
方
四
回
長
浜
町
議

会
定
例
会
を
開
催
。

十
二
月
二
十
七
日

喜
多
衛
生
組
合
協
議
会
が
体
育
館
で

関
か
れ
、
一
宮
議
長
と
、
西
村
議
員
が

出
席
。一

月
九
日

常
任
委
員
長
会
を
開
催
。

大
洲
市
と
の
地
方
自
治
研
修
会
'
参
加

に
つ
い
て
協
議
。

一
月
十
日

大
洲
市
と
、
合
同
地
方
自
治
研
修
大

会
を
開
催
。

幸
子

V
一
万
五
千
円
、
長
浜
町
区
長

会
代
表
、
二
宮
政
夫
マ
一
万
五
千
円

長
浜
町
公
民
館
長
主
事
会
代
表
、
近
藤

佳
次

V
四
千
円
、
長
浜
高
等
学
校
三

十
四
年
卒
業
同
窓
会

マ
二
千
円
、
新
地
婦
人
グ
ル
ー
プ

マ
四
万
七
百
円
、
十
四
区
代
表
、
太
田

亀
三
郎
マ
一
万
円
、
長
浜
町
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
会
代
表
、
西
村
正
直

マ
一
万
円
、
西
国
司
マ
一
万
円

清

水

遠

V
一
万
円
、
大
野
豊

マ
一
万
円
、
林
日
出
猪

マ
五
万
円
、
白
木
工
業
株
式
会
社

松
山
出
張
所× 

× 

× 

× 

× 

× 

一
月
十
六
日

長
浜
町
合
併
十
周
年
記
念
な
ら
び
に

体
育
館
な
ど
の
落
成
式
典
に
全
員
参
加

一
月
十
九
日

故
、
森
氷
市
長
。
葬
儀
参
列
の
た
め

一
宮
議
長
、
大
洲
市
に
出
張
。

一
月
二
十
九
日

松
山
市
で
、
都
市
計
画
小
評
議
会
が
開

催
さ
れ
、
紙
木
、
池
問
、
田
村
お
よ
び

宮
本
の
各
議
員
が
参
加
。

" ， 

。
一
二
月
は
、
卒
業
だ
:
:
入
試
だ

:
・
:
:
就
職
だ
↑
・
と
、
子
ど
も
の

た
め
の
出
費
が
、
か
さ
む
月
で
す
。

一
年
生
を
も
っ
家
庭
で
は
、
一
フ
ジ
ド
2
・

セ
ル
、
机
、
洋
服
な
ど
、
中
高
生
の
倒
)

服
、
大
学
生
な
ら
ば
、
入
学
資
金
な
ど

か
ね
て
、
準
備
の
予
算
以
上
に
、
身
の

ま
わ
り
の
雑
費
が
か
さ
み
ま
す
か
ら
、

で
き
る
限
り
、
ム
ダ
を
は
ぶ
く
注
意
が

大
切
で
す
。

〈
〉
三
月
十
八
日
は
、
彼
岸
の
入
り
、

二
十
四
日
は
、
彼
岸
あ
け
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
間
、
ご
先
祖
の
お
墓
参
り
を

お
忘
れ
な
く
。

。
一
二
月
二
十
一
日
の
、
春
分
の
日
は

あ
い
に
く
日
曜
日
と
重
な
っ
て
、
サ
ラ
L

リ
1
7
γ

を
が
っ
か
り
さ
せ
ま
す
が
、

こ
の
日
を
境
に
し
て
、
日
照
時
間
が
、

日
一
日
と
延
び
、
天
地
が
み
る
み
る
う

ち
に
緑
に
か
わ
っ
て
、
四
月
の
好
季
節

を
迎
え
ま
す
。

。
三
月
に
入
る
と
、
木
の
芽
ゃ
、
花

が
ふ
く
ら
み
始
め
だ
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
木
の
芽
ど
き
」
で
す
。

こ
の
時
期
の
健
康
に
は
十
分
注
意
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
規
則
正
し
い
生
活
と

ほ
ど
よ
い
運
動
、
そ
れ
に
、
十
分
な
M
7
2
U

草
食
を
と
っ
て
、
と
の
時
期
を
の
り
こ
え

ま
し
ょ
う
。

。
現
在
、
昭
和
四
十
年
度
の
予
算
の

編
成
中
で
す
。

昭
和
三
十
八
年
度
と
、
昭
和
三
十
九

年
度
の
予
算
は
、
積
極
的
な
予
算
で
し

た
が
、
本
年
度
の
予
算
は
、
思
い
切
っ

た
緊
縮
予
算
に
な
る
見
通
し
で
す
。

た
だ
し
、
緊
縮
予
算
と
い
っ
て
も
、

生
産
手
段
の
事
業
に
は
、
今
ま
で
ど
お

り
積
極
的
な
予
算
を
く
み
、
節
約
で
き

る
も
の
は
、
思
い
切
っ
て
、
予
算
縮
少

を
図
る
方
針
に
な
る
見
通
し
で
す
。


